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あいち平和行進参加報告

4年ぶりに実施されたあいち平和行進。5月 31日湖西市西部公民館前広場にて、11時より静岡

県労山より全国連盟の旗を引き継ぐ集会と豊橋への行進に参加してきました。

あいち平和行進は、5月 6 日(金)東京・夢の島公園第五福竜丸展示館前を出発した国民平和大行

進に参加している労山の旗を、静岡県湖西市から引継ぎ各会が分担して県内を行進し、6月 11日
(日)各務原市にて労山岐阜県連に引き継ぐものです。湖西市西部公民館前広場では、静岡県から愛

知県の平和行進に引継ぎの集会が開かれました。この集会には佐藤理事長、吉川事務局長、榊原

理事が参加し、静岡県連の静岡安倍っ子山の会・増田美津子さん、NMC の海野美春さん、焼津山

の会の山崎勝治さんより全国労山の労山旗を引き継ぎました。集会には静岡県と愛知県の各参加

団体と東京から広島への通し行進者 12名、愛知県内の通し行進者などが揃いました。
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（表紙からのつづき）

集会では浜松生協連・渡辺氏、静岡県被爆者の会・石原会長、東三河ともに歩く会代表・西脇氏、愛

知県通し行進者 12 名の代表・奥田氏などよりあいさつがありました。

各代表の方からは、＊以前は戦争のことは祖父母からとか文献などで学習しなければ分からなかったが、

昨年の 2 月 24 日からは現実のものとして現れてしまった。

＊4 歳で被爆し現在 84 歳の方は、防空壕で頭に怪我をしたが侵攻ではフラッシュバックで頭痛がひど

くなった。

＊G7 では核兵器廃止を言いながら、核抑止力論に固執して核兵器廃絶は究極の目的にし、核兵器

禁止条約には触れずに終わってしまった。

＊原爆を落とされた広島のある国のしなければならないのは、戦争のない世界を作っていくことだ、―

―などの話がされました。

集会では行進の横断幕と平和の折り鶴１万羽、ペナントが静岡県より引き渡され、約11Kmの道のりを豊

橋市桜丘高校へ向けて 13 時に出発しました。途中 JR 二川駅と豊橋市岩田運動公園では生協の方達の

歓迎と給水を受けました。

第一日の平和行進の終点は桜丘学園。桜丘学園では恒例の歓迎集会が開かれ、参加してきました。

「桜丘学園は、全国の教育機関で唯一、ヒロシマ原爆の残り火を灯し続けている学校です。長い間、この

火は桜丘の平和活動の歩む道を照らし続けてきた存在です。この塔は、今年で建立33年目を迎えます。

これまで平和を訴え続けることができたのは、この火のおかげかもしれません。」※1

学園構内正面に建てられている「平和の塔」の原爆の火は1989年10月15日福岡県星野村から分火さ

れ、灯し続けてきました。

桜丘高校の歓迎集会は教職員組合、学園、生徒会が一体となって開催されてきました。高等学校の学

園側、教職員組合、生徒会が一体となっての平和への取組みは、大変すばらしいことだと思います。この

日は岩佐潤教職員組合委員長、学園代表の伊藤浩光教頭、生徒会代表の辻本若菜副会長より歓迎の

挨拶がありました。辻本副会長は「34 年間平和行進の歓迎集会を行ってきた。修学旅行には沖縄に行き、

戦争の悲惨さを学び、二度と繰り返してはならないと強く感じました。歩みを止めてはいけない平和への

バトンが私たちに受け継がれています。」岩佐委員長は「中国語を教えているが、先輩から中国語を教え

ることは平和教育だ、と言われた。お互いの国のことを理解し合うことは平和教育につながる。」伊藤教頭

は「この集会で運動を頑張ってきた人たちと若者が触れ合う機会を持てたことをうれしく思います。」とそれ

ぞれ挨拶されました。

平和行進主催者代表の方は、広島から東京へのリレー行進の際に原爆の火を分けたが、その保存に

ついてはお寺などでは火事を心配して断られてしまった。当時愛高教組合員であつたその方は、豊川の

海軍兵器工廠で数百人の学徒を米軍の空襲で失くしてしまった。その悲しみを平和運動に変えて続けて

きた桜丘高校が受け入れてくれて、「平和

の塔」の原爆の火として今日まで続いてい

る。生徒は 3 年で卒業し代わってしまうが

灯し続けていることに感謝します、と話しま

した。

歓迎集会では和太鼓演奏での歓迎を受

けました。部員は 178 名で、第 1 部の演奏

は今年 1 年生。とても 1 年生とは思えない

迫力ある演奏でした。第 2 部は 2 ・ 3 年生

で学園オリジナルの演奏とのことで“舟人”。

人生の葛藤を乗り越えていくことを船出に

イメージして作曲されたとのことでした。1部
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2 部とも胸に響く演奏でしたが、奏者の生徒が楽しそうに演奏してるいるのが印象的でした。

桜丘学園の歓迎集会には東三河山ぽ会・戸田理事も参加しました。

この日の湖西市の集会と平和行進には延 300 名の方々が参加しました。

※1 桜丘高等学校生徒平和委員会 2022 年 8 月発行、へいわの新聞、より

［記：吉川］

理事会と各専門部の役割分担、紹介 第 55 期 2023 年度

5月 18日第4回理事会で確認された各専門部等の役割分担を紹介します。各専門部担当者会議へは

各会からも出席を宜しく願います。

教育部 ： ◎榊原(ありんこ)、吉田(くらら)、樋口(同志会)、佐伯(かわせみ)、

村松(犬山マップ)

自然保護部：◎佐藤(あつた)、山本(みどり)、

遭難対策部：◎佐藤(あつた)、廣田(同志会)、

組織部 ： ◎吉川(同志会)、後藤(じねんじょ)、春日井峠(落合)、戸田(東三河)、

女性部 ： ◎廣田 (同志会)、

事務局 ： ◎吉川(同志会)、

労山愛知編集委員会：◎吉川(同志会)、井土(東海)、榊原(ありんこ)、

財政 ： ◎中橋(若駒)、

会計監査： 蜂須賀(若駒)、渡辺(名古屋山歩会)、

◎印は各部長等

遭対部 6 月 5 日 確保技術講習会の机上講習を開きました。

講師三宅（じねんじょ）スタッフ：2名。

事務所： 犬山 1名、じねんじょ 4名、春日井 1名、ASC1名、春日井 2名、あつた 1名
ZOOM：春日井 1名、スルジェ 2名 若駒 1名、くらら 1名、半田 1名、東三河 1名、

あつた 1名、同志会 1名、犬山 3名、かわせみ 1名
県連事務所で、19時 30より机上講習を開きました。講師はじねんじょ山の会の三宅さん

はじめにクライミングをするにあたっての心得から始まり、落下したらどうなるか？衝撃を減ら

すには？落下スピード、衝撃、ロープの伸びと種類、規格。スリングの材質、種類。カラビナの

種類、強度。確保器についての操作による荷重変化。支点に必要な要素。確保支点の位置などに

ついて学び、6月 18日滋賀県・比良山岳センター実技に向けての打ち合わせを行い終了しました。

教育部 5/25(木) 第 3 回教育担当者会議を開きました

日 時：5 月 25 日（木）19 時 30 分～ （zoom 会議で実施）

参加者：半田（細江）、あつた（坂木）、かわせみ（野村、佐伯）、犬山マップ（村松）、

みどり（澤田）、ありんこ（榊原） 計 6山岳会 7 名

(1)前回議事録の確認

前回議事録を確認しました。
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(2)4/9 の交流山行のヒヤリハットについて

庵座の滝をみたあと、庵座谷から登山道に戻る際、斜面上方にあったミカン箱大の岩がズリズ

リと滑り落ち、山靴の前面をガチッと挟み込んでしまい、幸い靴が硬かったことから足を痛め

たりせず、なんとか靴を脱ぎ、その後、岩をどけ（落とし）靴を回収したというヒヤリハット

事例に対し、参加した山岳会より、主催者のコメントがほしいとの要望がありましたので、コ

メントを作成し意見交換をしました。

(3)秋の交流山行について

9/24 秋の交流山行のコース確認と昼食休憩後の合同訓練の内容について意見交換し、合同訓練

としてロープワークを実施することとしました。

(4)教育活動に関する意見交換

各会の春山合宿が終了したので、雪山で苦労していることなどの意見交換をしました。

・技量/体力とともに恐怖心に打ち勝つことが大事。

・体力と気持ちを見極めることが大事。（やりたいという思いとやれることの違いがある。）

・登山時、現地の雪質をネット（近々の山行記録や天気等のサイト）を通じて事前に把握でき

ないので、苦労している。

・厳冬期は新人を連れて行かないようにしている。

などの意見がだされました。

今後も、直接/間接を問わず、各会の教育活動に役立つよう、意見交換をしていきます。

(5)次回の第 4 回教育担当者会議を 2023 年 6 月 22 日（木）に 19 時 30 分より zoom 会議で実施し

ますので、各会から奮って参加をお願いします。

自然保護部 第 4 回清掃登山実行委員会

5月 23日（火）19：30より県連事務所で開きました。

参加者：吉田（くらら）、竹居（ASC）、中井・二村・佐藤（あつた）

ZOOM：榊原（半田）、苅谷・高津、山田（同志会）、鈴木（東三河）

6山岳会 10名の参加。

内容は、6月 4日の清掃登山での役割分担、持ち物リストの確認（ハンドマイク、愛知県連旗、

ロープ、軍手等）雨天時での実施判断の対応などについて話し合いました。

6 月 4日 （日）第 51回鈴鹿山系清掃登山を実施しました。

2023年 6月 4日（日）。当日は、雨も心配されましたが台風による前線の通過により、快晴の中、

御在所岳・藤原岳で鈴鹿山系清掃登山を実施しました

参加人数は、御在所岳で 186 名（内三重山好会 31 名、一般 6名）、藤原岳は 161名（内一般 13
名）でした。

ゴミの回収は御在所岳で不燃ごみ 29.3ｋｇ、可燃ごみ 31.5ｋｇ。藤原岳は、不燃ごみ 8.0ｋｇ 可

燃ごみ 4.5ｋｇでした。また、藤原岳では清掃登山と同時にハルサキヤマガラシ駆除も行い、回収

したゴミ袋数は、5月 21日のハルサキヤマガラシ駆除作業の 4袋と合わせ 40 袋でした。多くの

会員の皆さんに参加して頂きありがとうございました。ゴミの各会別詳細は、次号の労山愛知に

掲載しますのでよろしくお願いします。
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御在所岳 山頂集会

藤原岳 山頂集会

組織部 第 55 期 第 3 回 組織担当者会議――報告

2023年 6月 1日(木)
県連事務所：午後 7時～9時 20分

出席者：あつた(□中川）、若駒(□中橋)、春日井（□落合）、ありんこ（■榊原）

同志会（□吉川・■菅沼）、かわせみ(□白水)、じねんじょ(■後藤)、
スルジェ（■杉田）、

Zoom ：東三河(□戸田)、あつた(□松岡）、みどり(□下山)、
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１） 組織数の推移・入退会理由――集約と集計の進捗を確認しました。

２） 労山運動の学習について ――宿題、連盟規約第 3条、伊藤文書について。

各自意見・感想を出し合い、主に会員拡大とそれによる会の活性化、会活動の在り方につ

いて議論しました。

3) 第 55 期一般向け登山講座、――

①講座日程――日程変更より、6 月 17 日(土)ファーストエイド・会紹介の日程を残すのみとなっ

ている。

②実技山行代替――「危険個所の通過」の実施方法、場所を 8月 26日(土)猿投山、1回にまと

めて実施する。場所は３月２１日(火)に下見した、猿投山武田道途中の岩場。武田道というあまり

人の通らないコースの途中に岩場が少しあり、立木を利用してザイルフィックスできる。

登りのプルージックと下りの半マストの両方の練習ができる。岩の登る距離としては国見岳よりも

少し長い感じ。

危険箇所通過用資材――ヘルメット、シュリンゲ等は、ほぼ全員購入される。

③来期第 56 期に向けて

＊ リーダー・スタッフがギリギリの人数となっており、確保が課題。

受講生の確保――従前からの HP だけでは宣伝不足で、公的機関の後援を取り

公民館などに掲示できるようにする。他の連盟・三重山好会の例を参考にする。

＊ 秋期に日程変更(案)――代表者会議に報告する。

④ アンケート 用紙を確認し 17 日までに回収できるように配信する。スタッフ等のアンケートも

実施する。

６）実務の分担――①組織数、入退会理由の集計――落合

②各会役員名簿のとりまとめ ――後藤

③各会HPの更新状況、チェック。――

7)平和行進進捗、――5月 31日(水)湖西市西部公民館前広場の、静岡県からの引継ぎには、佐藤

理事長・吉川事務局長・榊原理事が参加。二名が豊橋市の桜丘学園への平和行進に参加し、東三

河山ポ会の戸田理事の歓迎を受けました。後の日程は、6 日(火)にあつた労山、他 9日(金)、10 日

(土)と 11 日(日)各務原での岐阜県への引継集会に佐藤理事長と地元犬山マップの参加を予定して

います。

8) 交流山行――東三河山ぽ会理事との交流と、CL.SL の役割確認兼ねて。9月 3日(日)鳳来寺山

にて実施する。詳細は後日。

ご意見、ご要望・投稿・写真などはメール、または県連事務所あてに郵送してください。

http://aichirousan.web.fc2.com/ e-mail:aichirousan@gmail.com

【編集後記】 梅雨らしい梅雨となりました。ベランダの植木鉢に、どこからやってきたか大きなカタツムリが

住みつきました。いろんな食べ物をあげて何が好きかを調べているのですが、意外だったのはゆでたトウモ

ロコシの芯の部分。夢中になって汁を吸っています。調べてみたらトウモロコシの芯は旨味のかたまりだと

か。なるほど！ （事務局 井土）
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Schedule 2023
7 月 8 月 9 月

1 土 1 火 1 金

2 日 2 水 2 土 登山学校 C

3 月 3 木 3 日 登山学校MC

4 火 4 金 4 月

5 水 5 土 5 火

6 木 女性部部会⑤ 6 日 6 水

7 金 夏山合宿連絡会議 7 月 7 木
組織担当者会議⑥

女性部部会⑥

8 土
登山学校 MC

全国救助技術交流集会
8 火 8 金 遭対担当➂

9 日
登山学校 MC

全国救助技術交流集会
9 水 9 土

10 月 10 木 組織担当者会議⑤ 10 日

11 火 11 金 (山の日) 11 月

12 水 12 土 12 火

13 木 組織担当者会議④ 13 日 13 水

14 金 自然保護担当➁ 14 月 14 木 理事会⑧

15 土 15 火 15 金 自然保護担当➂

16 日 16 水 16 土

17 月
(海の日)全国自然

保護担当者会議
17 木 17 日

18 火
全国自然保護

担当者会議
18 金 18 月 (敬老の日)

19 水 19 土 登山学校 M 19 火

20 木 理事会⑥ 20 日 登山学校C 20 水

21 金 21 月 21 木 教育担当者会議⑥

22 土 22 火 22 金

23 日 23 水 23 土 (秋分の日)

24 月 24 木
全国理事会

教育担当者会議⑤
24 日 交流山行(教育部)

25 火 25 金 夏山合宿報告会議 25 月

26 水 26 土 登山学校M 26 火

27 木 全国理事会 27 日 登山学校M 27 水

28 金 28 月 28 木
理事会⑨全国理事

会

29 土 29 火 29 金

30 日 30 水 30 土 全国ハイキング学校

31 月 31 木 理事会⑦


